
る硝子に就ては次の如き結果を得テこり。

  醸(・C,5・ ・58・16⑪ ・6・ ・6・ ⑪ ・… 5叫 …

  Ct  (阻9〆m皿)     一      一    15.23   i4.5正   13.68   14,00   亙3」奪6   1L34

・(-/mmM塗 … 一 ・・1・… 畔 ・・1・…7… ×・…1・S… 蹴 ・・一 ・1解

 次に著者著は温度を上昇 しつ 》ある揚含硝子糸の熱膨脹による伸長蓮度Vllε 表面

張力に依る牧縮速度V12ミ を計算比較せる結果 より牧縮瓢に於ては常にV至2≧Viiな

る關係が存在する事を確め硝子糸(或 は箔)の 牧縮の現象はBerggrenに 從ひ速度の

問題ミして取扱ふ可きものなる事を述べナこり。

 省著者等は硝子の糸の長 さの鍵化に就て(1)吸 縮 して球懸εなるか、(2)一度牧縮 し

次で延びるか(3)始 めより延びるのみなるかの3つ の揚含ある事を認轡れるが此れに

就ては細 上端に加はる塵拷 一(1)年 ・÷(Mo+m)が 離 瞬 で満匙 らる

・賄 構 のみ勧 ・(・)低澱 にてタ ・壷(M・+・rr1,〉高澱 にて一聖 ・毒(M・+m)

なるが ・謙 の上鍬 ・て半 ・毒(M・ ・m)な る間細 螂 直径が灘 継くなる揚合

は渡 猫 し欲 に延び(・)荷動 大にして年 ・景 なる礪 は紳 螂 のイ帳 が

下部の伸長より常に大ならば全盟εして延びを認むる事を述べ鶴 り。

  ポー ラログ ラフに依 る銅錯 璽 の研 究 儲一軸

                       志 方  盆  三

 著 者 は滴 下水 銀 極 及 びPoEarograph(J. Heyrovsky, and M. Shikata;Rec、 Tra.

Chim・Pays Bas. Tome XLIV 496,1925)を 用 ひ て銅 イ オ ンの析 出 屯位 を溶 液 中 に

共 存 す る酸 基 の種 類 及 び 濃 度 εの 關 係 を明 か に し銅 錨 盤 研 究 の一 助 εせ ん ε試 みた 。
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 CuCl2-LiCI系 Cuα2-KC1系 CuCl2-NH4α 系CuSO4-NaCレNa2SO4系 CuSO4

-NaCl-AI2SO4系 CuSO4-(NH4)2SO4系 等 に就 て駅 究 を 行つ ナこ
。

 錯 墜 を形 成 しな い金屡 イオ ンに於 ては 、 水 銀極 に就 て は共 存 す る酸 基 の 種 類 、 濃 度

に無 關 係 であ る。

 然 るに銅 の 揚 合 に は 、共 存 す る Cl',父 はSO4"の 濃度 は其 析 出 電位 に著 明 の影 響

を 及 ぼ し.猴 又 電解 電 流 電歴 曲線 に 極 大電 流 を現 はす 。

 曲 線 に極 大 電 流 を現 は れ るの は今 日迄 の水 銀 極 に於 け る結 果 は 急 激 に 吸 着 が 他 の共

存 物 質 に 依 り阻 害 せ らる 〉か若 くは 、金 属4オ ンが錯 盤 イ オ ン叉 は 加 水 歌 態 に於 て陰

荷 電 を有 す る揚 合 に限 られ て 居 る。 故 に極 大 電 流 の 存 在 は錯 イオ ン生 成 の 一 謹 ε す る

事 が 毘來 る。

 故 にCuC!2-LiCl系 に於 て 、 L量thium trl,chtorocuprateの 存 在 を 假 定 して

          CuCl2+LiCl=α ・C13'+Li噂    (1)

          CuC玉3'       = Cu'『 + 3Cl'            (2)

の謙 考一て 鮎 騒 耀 について・講 す砿 銅の蝶 度 梱 画

の揚 合 にK==(2.6～4.9)x10一9(李 均3.98x10-9)で あつ て 、 か5る 計 算 こ して は甚

だ 満 足 す可 き 一致 で あ る。 叉 同 様 の 計算 をCuC!ザKCI系 に蕊 て行 へ ばK=0,994 x

10-9及 び1,26×10-9で 満 足 す可 き一 致 で あ る。 故 にCuC12・MeC豊 系 に於 け る

Cu C13'(Trichlomcuprate ion)の 存在 は確 定 しナこε云 ひ 得 る。

 此 事は 中庸 の濃 度 に就 て は相 律 的硬 究 に依 り饒 に日肋'で あつ ナこが 、本 實 験 の 如 き低

濃 度 に於 て擁 水分 解 等 が認 め られ す 、 正 常 關 係 を示 す事 は蒋 記 す 可 き事項 で あ るQ

 次 に騒Cu SOa 一 Me SO4《NaC亘)系 に就 て瞼 す るに 、此 揚 合 全 銅 濃 度 が 等 しい時

にCuC12-MeC1系 の 析 出電 位 が 常 に陽 で あ るか ら

K」 織 鵡Pの 如き軍擁 撒蠣 働 の搬 ・比して馴 ・大な・事栃 す

もの で あ る。 但 其解 離 恒数 は 一定 の纏 を與 へ す.關 係が 、稻 複雑 な る事 を示 して居 る。

酸 化 銅 ア ンモニ ヤ溶 液 を同 様 に電 解 すれ ば、 二個 の極 大 を 示 す 。 も し此 揚 含 に、 銅

ア ンモ ニ ヤ錯 盛 ざ して tricL、pric tetra ammlo oxide 3C樽 ・4NH,及 び Cupric

diammino oxide CuO・2NH3が 共 存 す るεせ ば か く二段 の 極 大 電 流 は 自然 な事 で あ

る。 然 乍 ら之 は 確 定 的 に は結 論 し得 ぬ 。
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